163V1付属証明書

エコマーク商品類型No.163「ノンフロン加煙試験器Version1」付属証明書

本付属証明書は、エコマーク商品類型No.163「ノンフロン加煙試験器Version1」の
エコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：20
	年
	
	月
	
	日

	申込商品名
(品番名)
	

	申込者
(会社名)
	
	



	＜付属証明書の作成方法＞
1. 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載し、「適合/不適合」にチェックして下さい。
2. 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
　　　　※「添付証明書」が網かけとなっている項目は、添付証明書の提出は不要です。
3. 各証明書の作成は記入表を参照して下さい。
4. 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する□にチェックして下さい

	エコマーク表示の媒体

※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書(パンフレットなど)等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]□ 製品　／ □ 包装　／□ 取扱説明書
□ 商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□ Web 
□ その他 【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。
※様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください



	
	エコマークを表示しない(予定)場合は、その理由を記載下さい。
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



	項目
	記入欄
※該当する□にチェックして下さい
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	□ 他社／□ 自社
※他社製品の場合は、右記承諾書を
ご提出下さい
	記入表0
申込承諾書
	申込承諾者

	本商品類型で、既に
認定を受けている商品を別ブランドとして
申込む場合
	ブランド名以外の変更が
□ ある／□ ない
	· エコマーク商品認定審査結果通知書の写し
· 既認定型式と本申込型式の
対応表、項目ごとの同一証明(もしくは、本付属証明書にその旨を記載すること)
· 変更点に関する証明書
	

	


本申込(商品区分)の対象となる機器を、以下に記入して下さい。


	
	記入欄　※該当する事項にチェック・記入して下さい

	型式・品番名
	 

	性能評定番号
	 

	分類
	□ 加煙試験器　／　□ 加熱・加煙試験器

	試験器の種類
	□ 線香式　／　□ ボンベ式　／　□ ヒーター式　（ 電池： □ 一次電池使用　□ 二次電池使用 ）
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）


※ 2種類以上の型式・品番がある場合には、上記の表を複写して追加して下さい。


	4-1. 環境に関する基準と証明方法



	

項目
	基準概要＆記入欄
	適合/不適合
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-1.
(1)
	　試験器はリサイクルし易いように考慮されている。
　本項で適合している内容を記載して下さい。
□ 異種材料間の分別が可能である
□ プラスチックの材質表示がある
□ 金属は汎用的な成分の素材を使用している
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表1
使用材料リスト
	申込者(担当)、または製造事業者(担当)

	
	　修理または消耗部品・交換部品などに関する
情報提供をしている。
	　□　はい
　□　いいえ
	本事項が記載された
該当部分の写し
	申込者

	4-1-1.
(2)
	　包装材料は省資源化等に配慮している。
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表2
包装材料チェックリスト
	申込者(担当)、または製造事業者(担当)

	4-1-2.
(3)
	　試験器の発煙体にフロン類が使用されていない。
発煙体としてボンベを使用する試験器の場合は、フロン類が使用されていないボンベのみを装着
できる仕様である。
	　□　はい
　□　いいえ
□ 2018年12月31日までに性能評定を受けた試験器に該当
	ガスの成分が
確認できる書類、
関連する説明資料
	申込者など

	4-1-3.
(4)
	電池を使用する試験器は、鉛・水銀・カドミウムおよびそれらの化合物、六価クロム化合物、ポリブロモビフェニル(PBB)、ポリブロモジフェニルエーテル(PBDE)等の含有率が、改正RoHS(II)指令(2015/863/EU)の Annex II(表1)に適合する。ただし、Annex IIIに指定されているものは除く。
	　□　はい
　□　いいえ
　□　対象外
	
	

	
	（確認方法の詳細を以下に記入して下さい）
□ A. JIS Z 7201「製品含有化学物質管理 －原則と指針」に基づいて実施している
□ B. 申込者(または製造事業者)が試験によって確認している
□ C. 申込者(または製造事業者)が当該物質を含む「グリーン調達基準書」などを作成し、部品供給事業者に含有有無(含有量)を確認している
グリーン調達基準書の名称：　　　　　　　　　　　　　　　 
URL(掲載している場合のみ)：　　　　　　　　　　　　　  
※掲載していない場合には、初回の認定時および基準書の改版時後の申込時に提出して下さい。
□ D. 申込者(または製造事業者)が部品供給事業者に対して、当該物質の試験結果の提出を求めている
□ E. その他：[　　　             　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(5)
	試験器のプラスチック部品には、難燃剤として短鎖塩素化パラフィン(SCCPs)(鎖状C数が10～13、含有塩素濃度が50%以上)、ポリブロモジフェニルエーテル類(PBDEs、臭素数が4～7および10)、ヘキサブロモシクロドデカン(HBCD)を処方構成成分として添加していない。
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表1
使用材料リスト
	申込者(担当)、または製造事業者(担当)

	
	本項で確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(4)に記載の確認方法A～Dを参照)
□ A　/　□ B　/　□ C　/　□ D
□ Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(6)
	　申込者は発煙体のSDSを備えている。
	　□　はい
　□　いいえ
　□　対象外
	発煙体のSDS
	申込者など

	4-1-3.
(7)
	試験器に使用する電池は、電池中の水銀、カドミウムおよび鉛の含有率が表2の含有率以下である。
	　□　はい
　□　いいえ
　□　対象外
	
	

	
	本項で確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(4)に記載の確認方法A～Dを参照)
□ A　/　□ B　/　□ C　/　□ D
□ Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(8)
	申込製品の製造にあたって、最終製造工程を行う工場が立地している地域の環境法規等を順守している。
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表3
環境法規等順守証明書
	最終製造工場の工場長

	
	申込日より過去5年間の環境法規等の違反がない。もしくは、違反があった場合には、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守している。
	　□　はい
　□　いいえ
	
	

	4-1-4.
(9)
	　以下a.～e. の内容を情報提供している。
　 a.発煙体としてフロン類のボンベを使用できる試験器の場合はノンフロンのボンベ使用を促す情報および、会社としてノンフロンを推進していく旨と
社会的にノンフロンを進める意義に関する説明
　 b. 使用済みボンベ等の廃棄方法に関する説明
　 c. 使用済み二次電池の回収に関する説明
　 d. 試験器の適切なメンテナンス方法や
     　消耗部品の交換方法
　 e. 適切な取扱方法や安全に関する情報
	　□　はい
　□　いいえ
	本事項が記載された
該当部分の写し
	申込者



	4-2. 品質に関する基準と証明方法



	項目
	基準概要＆記入欄
	適合/不適合
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.
(10)
	試験器は、「消防用設備等の試験等に係わる
試験器具等の取扱いについて(通知)」（昭和
62年消防予第6号）の基準に適合している。
	　□　はい
　□　いいえ
	性能評定書の写し
	(一財)
日本消防設備
安全センター



	5. 配慮事項


認定の要件ではないが、製造にあたっては以下に配慮することが望ましい。

	項目
	基準概要＆記入欄
	適合/不適合
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	5.
(1)
	申込者は、使用済み消防用設備または点検
器具などの回収・リサイクルのためのシステム
を構築している。
	　□　はい
　□　いいえ
	本事項が記載された
取扱説明書等の
該当部分の写し
	申込者

	5.
(2)
	試験器に再使用部品、再生プラスチック部品
または環境負荷低減効果が確認された
植物由来プラスチック部品を使用している。
	　□　はい
　□　いいえ
	使用している部品名と再生プラスチック等の種類が分かる説明資料
	申込者

	5.
(3)
	発煙体として線香を使用する試験器は、線香
(染料、香料、糊剤を除く)に間伐材、廃木材
および廃植物繊維を100%使用している。
	　□　はい
　□　いいえ
　□　対象外
	使用している間伐材等の種類が分かる
説明資料
	申込者

	5.
(4)
	発煙体として線香を使用する試験器は、線香
に添加する香料がIFRAの基準に従っている。
また、染料は食品衛生法に規定する「食品
添加物」、薬事法に規定する「化粧品基準」
[bookmark: _GoBack]または「医薬品等に使用することができる
タール色素を定める省令(化粧品法定色素)」
として認められている。
	　□　はい
　□　いいえ
　□　対象外
	
	





